
2013 年度 小委員会活動成果報告 
（2014 年 3 月 11 日作成） 

小委員会名 建築材料・部品火災安全性小委員会 
主 査 名：長谷見 雄二 
就任年月：2011 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

防火委員会 委員長名：山田 常圭 

設 置 期 間    2011 年 4 月   ～  2015 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・「防火材料パンフレット」(1993 年刊)の後継出版物・情報メディアの制作 
初年度: 「防火材料パンフレット」以降の動向の整理、防火材料に関する情報発

信方法の検討 
2 年度: 建築材料の火災性状、防火性能評価法、性能的火災安全設計手法に関す

る情報とりまとめ、情報発信方法の基本方針の決定 
3 年度: 「建築材料・部品の火災安全性ガイド」執筆。関連情報整備、発信方法

の検討 
4 年度: 「建築材料・部品の火災安全性ガイド」の編集・出版。関連情報のとり

まとめ・発信 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

長谷見雄二(早稲田大学)、田坂茂樹(日本建築総合試験所)、大宮喜文(東京理科大学)、成瀬

友宏(国土技術政策総合研究所)、箭内英治(防炎協会)、長岡勉(竹中工務店技術研究所)、上

川大輔(森林総合研究所)、水上点睛(建築研究所)、吉田正志(建築研究所) 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

なし 

2013 年度予算 
      

110,000 円 
ホームページ公開の有無： 

委員会 HP アドレス： 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数     2013 年度は通信審議のみ 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 
１．防火材料関係業界による情報提供、意見交換の協力体制づくりを行った。 

委員会活動の問題点 
・課題 

1．2011～13 年度にかけては、大規模実験等により、委員の多くが多忙であり、

作業は立ち後れている。一方で、材料等の火災安全性能を情報として整理するう

えでの論点は集約され、材料業界による情報提供等の協力体制は整ってきている

ため、2014 年度には集中的な作業を行いたい。 
 


